
栄養部 

ａ.体制  

栄養部は、栄養部部長（糖尿病内分泌内科副部長兼任）のもと管理栄養士 16名と、調理師・調理員 8

名（委託給食会社へ出向）の合計 24名（2023.3.31現在）で構成されています。 

 

〈栄養管理〉 

 入院患者の栄養管理の充実を目指し、「顔の見える栄養士」として 2022年 10月より管理栄養士の病

棟担当制を導入しました。また SCU病棟には専任の管理栄養士を配置し重症患者への早期栄養介入をす

すめました。新型コロナ禍の制限下ではありましたが、患者の病態を把握した管理栄養士がベッドサイ

ドで栄養状態の評価を行う体制へとつなげました。 

入退院サポートステーションでは多職種連携のもと入院前より患者の栄養評価を管理栄養士が行ってお

ります。 

栄養サポートチーム、褥瘡対策チーム、口腔ケア・嚥下リハビリチーム、がんリハビリチーム、緩和ケ

アチームのチーム医療に参画しています。 

個人栄養指導は予約制で行っています。 

 

〈給食管理〉 

 給食部門は一部委託しています。病院管理栄養士が献立作成し、委託会社が食材の発注、材料管理、

食数管理、食札決定、調理に係わる厨房内業務、病棟配膳下膳、洗浄を行います。委託従事者は合計 41

名（2023.3.31現在）で構成されています。 

新型コロナウィルス感染対策で入院制限があり食数が大幅に減少しましたが、患者様に寄り添ったお食

事の提供を目指し、心を込めたメッセージカードを添えた行事食を継続しました。また、新型コロナ隔

離病棟へも産後のお祝い膳、調乳ミルクの提供を継続しました。 

厨房施設の老朽化に伴う再構築についてはワーキンググループで検討が重ねられました 

 

〈管理栄養士の認定資格等取得状況〉 (2023.3.31現在)  

※がん病態栄養専門管理栄養士（日本病態栄養学会） 

山田信子、京面ももこ、金田恵美、高山祐美、松元知子、巽絢子 

※栄養サポートチーム専門療法士（日本臨床栄養代謝学会） 

山田信子、巽絢子、栗林真理 

※栄養経営士（一般社団法人 日本栄養経営実践協会） 

京面ももこ、牧山由美 

※静脈経腸栄養（TNT-D)管理栄養士（日本栄養士会） 

京面ももこ、名倉成美、高山祐美、栗林真理、中川佳恵 

※日本糖尿病療養指導士(日本糖尿病療養指導士認定機構) 

山田信子、京面ももこ、金田恵美、高山祐美、巽絢子、石田梨奈 

※病態栄養認定管理栄養士（日本病態栄養学会） 

山田信子、京面ももこ、金田恵美、高山祐美、松元知子、巽絢子、栗林真理、名倉成美 

※臨床栄養師（日本健康・栄養システム学会） 

  牧山由美 



※サルコペニア・フレイル指導士（サルコペニア・フレイル学会） 

  牧山由美 

※腎臓病療養指導士（日本腎臓病協会） 

  名倉成美、高山祐美 

※心不全療養指導士（日本循環器学会） 

  牧山由美 

※臨床栄養代謝専門療法士 がん専門療法士（日本臨床栄養代謝学会） 

  巽 絢子 

 

ｂ.実績 

1、診療実績                                                 

（件） 

 

2021年度 2022年度 前年度比

入院時食事療養費(Ⅰ) 434,208 405,422 (28786)

入院時食事療養Ⅰ（１) 423,244 381,564 (41680)

入院時食事療養Ⅰ（2） 10,964 11,611 647

食堂加算(再掲) 162,223 151,437 (10786)

特別食加算(再掲) 183,396 168,773 (14623)

特別食加算加算率 42% 42% (0)

栄養食事指導料

個人栄養食事指導料　 4,274 3,370 (904)

入院栄養食事指導料(初回) 1,707 1,414 (293)

入院栄養食事指導料(2回目以降)　 401 259 (142)

外来栄養食事指導料(初回) 724 627 (97)

外来栄養食事指導料(2回目以降)　 1,442 1,070 (372)

集団栄養食事指導料　 224 83 (141)

131 71 (60)

327 204 (123)

2,941 2,111 (830)

- 132 132

- 692 692

栄養サポートチーム加算　

緩和ケア　個別栄養食事管理加算

早期栄養介入管理加算SCU

早期栄養介入管理加算SCU（経腸栄養）

2022年度

内訳

内訳

糖尿病透析予防指導管理料



2、集団教室 

 新型コロナウィルス感染防止のため、集団教室は今年度開催なし  

 

3、企画参加  

〈院外活動〉  

◆2022 年 11月 19日第 10 回東淀川区リウマチ診療セミナー 

 丈夫な骨は毎日コツコツ！「骨コツ御膳」 ～北野病院の取り組み～ 

講師：毎熊由美子 

◆2022年 12月 3日 第 20回北区在宅医療研修会 

 「食事で始めるフレイル予防」 

講師：高山祐美 

◆糖尿病療養指導ガイドブック 2023 編集委員会 

編集委員：京面ももこ 

<院内活動>   

◆2022 年 11月 12日～11月 19日 世界糖尿病デー企画 

担当：仲尾、京面、松元  

・アニメーション配信（スライド） 

・糖尿病の食事療法について 

◆2022年 10月 14日 第 2回褥瘡ケア研修会 北野病院  

「経腸栄養時の下痢どうする？」 

講師：高山祐美 

◆2023 年 2月 22日 第 4回褥瘡ケア研修会 北野病院  

「知っておきたい！褥瘡の栄養管理」 

講師：濱本悠希 

◆2023 年 3月 7日 北野キドニーデー2023 

「食事で始めるフレイル予防」 動画配信 

講師：高山祐美 

〈患者会〉 

 ◆パンジーの会 

新型コロナウィルス感染対策のため、対面での開催はできませんでしたが 

患者様にメッセージを添えたお手紙をお送りしました。 

 

4、2021年度 行事食（全てにメッセージカードが付きます） 

・4/5（花見）：豆ごはん、鮭の焼き漬け、若竹汁、菜の花のお浸し 

・5/5（こどもの日）：小児食、産褥食へ真鯉のデザートを提供 

・5/8（母の日）：アップルパイを提供 

・6/19（父の日）：クリームブッセを提供 

・7/7（七夕）：七夕 3食ゼリーを提供 

・7/23（土用丑の日）：柳川風、あおさ汁、小松菜の辛し和え 

・9/19（敬老の日）：肉豆腐、焼なすの焼浸し、すだち和え、水ようかん 

・10/31（ハロウィン）：ハロウィンプリンを提供 



・12/22（冬至）：蒸し魚あんかけ、南瓜の盛り合わせ、小松菜の辛し和え 

・12/24（クリスマス）：ビーフシチュー、くずとじ煮、クリスマスサラダ、クリスマスプリン 

・12/31（大晦日）：年越しそば、利休焼き、焼なすの和え物 

・1/1-1-3（正月）：雑煮、祝肴、赤飯など 

・1/7（七草）：七草入りかき玉汁 

・2/3（節分）：巻寿司、いわしの煮付け、きのこ汁、白菜ゆず和え、福豆 

・3/3（雛祭り）：常食：炊合せ、牛肉と野菜の炒め煮、菜の花からし和え、ひなあられ 

  

ｃ、研究実績  

〈研究会発表〉  

該当なし 

<講演発表> 該当なし 

〈学会発表〉  

◆2022年 12月 6-11日 22nd IUNS-ICN International Congress of Nutrition in Tokyo, Japan 

Takayama Y, Yumen Y, Hanzawa F, Kitajima T, Honda N, Sakane N, Fukui M, Nagai N. Influence 

of body shape perception on body mass index and nutritional status in female patients with 

pulmonary nontuberculous mycobacterial lung disease. 

ポスター発表 

◆2023年 2月 10-12日第 45 回日本造血・免疫細胞療法学会, 名古屋 

高山祐美, 中川佳恵, 毎熊由美子, 北野俊行. 

血液腫瘍患者における食事満足度向上に向けた無菌食の提供内容拡充に関する検討. 

Improving the neutropenic diet to increase dietary satisfaction in hematologic malignancies 

patients 

◆2022年 5月 31日-6月 1 日 第 37回日本臨床栄養代謝学会 横浜 

膵切除術式から見た栄養摂取と体組成・握力変化に関する検討 

巽 絢子、京面 ももこ、井口公太  

◆2022年 5月 31日-6月 1 日 第 37回日本臨床栄養代謝学会 横浜 

膵切除術式から見た術後栄養状態の回復差異についての検討 

京面 ももこ、巽 絢子、井口公太  

◆2023年 1月 13日-1月 15 日 第 26回日本病態栄養学会年次学術集会 京都 

COVID-19入院患者における、栄養状態と栄養学的重症化リスク因子の検討 

山田信子、黒川典子、丸毛聡、本庶祥子 

◆2023年 3月 11日-3月 12 日 第 14回静脈経腸栄養管理指導者協議会学術集会 佐賀 

COVID-19入院患者における血中 25-ヒドロキシビタミン C濃度および Zn濃度と COVID-19重症化の関

連についての検討 

山田信子、黒川典子、丸毛聡、佐藤正人、本庶祥子 

〈執筆活動〉該当なし 

〈論文発表〉  

原著 

◆Takayama Y, Kitajima T, Honda N, Sakane N, Yumen Y, Fukui M and Nagai N. Nutritional status 

in female patients with nontuberculous mycobacterial lung disease and its association with 



disease severity. 

BMC Pulm Med. 22 (1): 315, 2022  

◆Yumen Y, Takayama Y, Hanzawa F, Sakane N, Nagai N.  

Association of Social Networking Sites Use with Actual and Ideal Body Shapes, and Eating 

Behaviors in Healthy Young Japanese Women.  

Nutrients. 15 (7): 1589, 2023  

症例報告 

◆持続血糖測定 (isCGM) を併用した継続的な栄養指導が周産期の血糖管理に有効だった糖原病 Ia型合

併妊娠の一例) 

京面ももこ 1), 本庶祥子 2), 濱崎暁洋 2) 

1)公益財団法人 田附興風会医学研究所北野病院 栄養部, 2)公益財団法人 田附興風会医学研究所北

野病院 糖尿病内分泌内科 

日本病態栄養学会誌 25(2): 199-209, 2022 


